
議
員　

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

町
長　

交
流
、
定
住
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
と
、
人
口
の
減
少

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
施
策
を
柱
と
し
た
、
団

塊
世
代
の
受
け
入
れ
や
町
で
就
農
を
希

望
す
る
新
規
就
農
者
、
さ
ら
に
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
希
望
者
な
ど
、
移
住
希
望
者

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
人
口
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
農
家
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
空
き
家
や
空
き
農
地
等
の

情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
、
条
件
に
対
応
で
き
る
相
談
体
制

を
整
備
し
て
、
移
住
者
の
増
加
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
の
企
業
等
と
の
連

携
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出

や
、
町
の
特
性
を
生
か
し
た
農
林
業
関

連
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
企
業
の
誘

致
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
基
盤
と
し
た
町
の
情
報
通
信
環

境
の
整
備
と
併
せ
て
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

の
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
定

住
人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
考
え
で

あ
り
ま
す
。

議
員　

各
セ
ン
タ
ー
及
び
集
会
所
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　

現
在
、
各
セ
ン
タ
ー
及
び
集
会

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
整
備

状
況
は
、
外
か
ら
玄
関
ま
で
の
場
所
に

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
い
る
施
設
は
25

施
設
中
15
施
設
、
さ
ら
に
は
玄
関
か
ら

中
ま
で
車
い
す
が
利
用
で
き
る
施
設
は

６
施
設
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
ト
イ
レ
や
そ
の
他
の
設
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
ま
た
、
自
治
公
民
館
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
と
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
施
設
の
利
用
状
況
な

ど
を
把
握
し
な
が
ら
各
自
治
会
等
と
の

連
携
を
図
り
、
比
較
的
利
用
者
の
多
い

施
設
を
優
先
し
、
地
域
の
方
々
の
ご
意

見
を
聞
き
、
順
次
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

定住促進に向けた
取り組みは
新規就農者や団塊世代を受け入れたい

鈴木　満議員
すず　き　　　 みつる　　　

元気な子どもたちとがんばっています。
町
長　

国
、
県
道
へ
の
幹
線
道
、
集
落

戸
数
、
公
益
的
施
設
、
交
通
量
、
主

要
生
産
施
設
、
福
祉
施
設
の
性
格
等

を
配
慮
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

議
員　

幅
員
も
狭
く
、
急
カ
ー
ブ
が

多
く
、
冬
期
間
は
凍
結
箇
所
も
多
く

危
険
な
路
線
で
あ
り
、
一
日
も
早
い

完
成
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
完
成
年
度

は
い
つ
ご
ろ
か
。
ま
た
県
代
行
に
で

き
な
い
か
。

町
長　

一
級
町
道
で
大
規
模
林
道
葛

巻
田
子
線
の
公
道
利
用
区
間
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
る
重
要
路
線
で
あ
り
、

計
画
で
は
２
車
線
と
幅
員
も
広
く
、
多

額
の
費
用
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

県
代
行
路
線
と
し
て
採
択
す
る
よ
う

県
と
協
議
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
費
が
多
額
な
こ
と
か

議
員　

道
路
は
毎
日
の
生
活
や
産
業

の
振
興
、
物
流
、
通
勤
、
通
学
等
多

く
の
利
用
目
的
で
地
域
の
活
力
と
活

性
化
に
な
り
、
大
き
な
波
及
効
果
が

生
ま
れ
ま
す
。
県
内
町
村
の
中
で
本

町
は
広
い
面
積
と
中
山
間
地
で
す
。

　

ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
路
線
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
項
目
に
つ
い

て
今
後
の
見
通
し
は
。

町
長　

町
道
一
級
に
12
路
線
、
二
級

20
路
線
、
そ
の
他
167
路
線
、
合
計
199

路
線
、
30
万
１
５
６
８
ｍ
で
す
。
本

町
で
は
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
り
積

極
的
に
整
備
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

結
果
改
良
率
69
％
、
舗
装
率
57
・
２
％

で
県
下
で
は
比
較
的
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
着
工
し
て
い
る
根
地
戸
線
は

１
７
８
３
ｍ
、
進
捗
率
75
％
、
田
子

星
野
線
２
１
１
７
ｍ
、
進
捗
率
85
％
、

坂
待
屋
鷹
ノ
巣
線
380
ｍ
、
進
捗
率
19
％

で
あ
り
ま
す
。

議
員　

後
期
計
画
は
11
路
線
で
、
20
年

度
計
画
路
線
も
含
み
８
路
線
が
新
規

で
す
が
、
計
画
に
な
い
線
が
あ
る
の
か
。

町
長　

坂
待
屋
鷹
ノ
巣
線
ほ
か
11
路

線
の
整
備
計
画
で
す
。

議
員　

人
口
や
世
帯
、
交
通
量
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
人
口
減
少
、

老
人
世
帯
等
が
多
く
考
え
ら
れ
、
整

備
さ
れ
て
い
な
い
路
線
は
除
雪
で
き

な
い
で
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
も
考

慮
し
て
い
る
の
か
。

ら
、
完
成
年
度
は
特
定
で
き
ま
せ
ん

が
、
早
期
に
着
手
し
、
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

大型車とのすれ違いは路肩を使い危険です

　

岩
手
県
花
巻
市
か
ら
酪
農
を
志
し
、

葛
巻
町
土
谷
川
に
や
っ
て
き
た
佐
藤

和
人
さ
ん
、
今
年
で
13
年
目
、
夫
婦

子
ど
も
３
人
の
ご
一
家
。
昨
年
牛
舎

を
新
築
し
、
搾
乳
牛
30
頭
、
子
牛
４

頭
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

　

葛
巻
を
選
ん
だ
理
由
は
、
県
内
を

色
々
探
し
ま
し
た
が
、
こ
の
物
件
が

土
地
が
一
箇
所
に
ま
と
ま
っ
て
い
て

良
か
っ
た
で
す
。
酪
農
を
し
な
が
ら

現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
職
場
が
あ
っ

た
こ
と
も
プ
ラ
ス
材
料
で
す
。
入
植

の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

　

将
来
は
、
家
を
建
て
、
放
牧
型
で

搾
乳
し
、
生
産
、
加
工
、
販
売
を
手

が
け
、
自
給
自
足
の
生
活
が
夢
で
す
。

各
集
会
所
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
は

自
治
会
と
連
携
を
図
り

順
次
整
備
す
る

小谷地喜代治議員
こ　や　ち　き　よ　じ　　　 

町
道
整
備
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
は

財
源
確
保
で
早
期
完
成
を

着
工
路
線
の
数
と

進
捗
状
況
は

計
画
路
線
数
は

路
線
決
定
基
準
は

坂
待
屋
鷹
ノ
巣
線

の
完
成
年
度
は
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